
高
齢
化
が
急
速
に
進
む
な
か
、
誰
か
の
支
援
を
受
け
な
が
ら
生
活
さ
れ
て

い
る
高
齢
者
が
増
え
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
向
陽
は
今
ま
で
、
ご
相
談
い
た

だ
い
た
際
に
は
「
断
ら
な
い
」
を
施
設
の
方
針
と
し
て
き
ま
し
た
。
身
体
障

害
、
知
的
障
害
、
精
神
障
害
な
ど
で
生
活
上
の
課
題
を
抱
え
た
方
々
と
そ
の

家
族
の
話
を
真
剣
に
伺
い
、
ど
ん
な
支
援
の
方
法
が
あ
る
の
か
考
え
て
き
ま

し
た
。

法
人
に
は
病
院
、
老
人
保
健
施
設
（
シ
ョ
ー

ト
ス
テ
イ
、
デ
イ
ケ
ア
）
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
サ
ー
ビ

ス
内
容
に
特
色
が
あ
り
ま
す
。
老
人
保
健
施
設

向
陽
は
、
ト
ロ
ン
温
泉
で
体
を
ほ
ぐ
し
、
リ
ハ

ビ
リ
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
心
身
の
活
性
化

を
目
指
し
ま
す
。

法
人
内
だ
け
で
サ
ー
ビ
ス
を
完
結
さ
せ
ず
、

地
域
の
中
の
社
会
資
源
を
有
効
に
活
用
す
る
こ

と
で
、
地
域
と
の
つ
な
が
り
も
豊
か
に
な
り
ま

す
。
人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
な
が
ら
高

齢
者
の
生
活
を
支
え
る
お
手
伝
い
を
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ご
相
談
、
見
学
は
い

つ
で
も
お
受
け
し
て
お
り
ま
す
。
是
非
一
度
の

ぞ
き
に
来
て
く
だ
さ
い
。

代
表
者
氏
名　
　
加
藤　
丈
博

活
動
拠
点　
　
　
老
人
保
健
施
設
向
陽
内

活
動
場
所　
　
　
活
動
内
容
に
よ
る

問
合
せ　
　
　
　
竹
内　
宏
光

（
☎
46
ー
3
5
8
1
）

４
月
20
日
は
「
春
の
蓮
如
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ

ー
」
の
日
。
会
場
の
応
仁
寺
駐
車
場
へ
到
着

し
た
の
が
９
時
少
し
前
。
西
端
地
区
の
方
々

は
出
店
準
備
で
お
お
わ
ら
わ
。
境
内
に
は
、

親
子
連
れ
や
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
の
子
ど
も
た

ち
も
隊
列
組
ん
で
出
発
準
備
中
だ
。

筆
者
も
ラ
リ
ー
カ
ー
ド
を
購
入
し
て
ラ
リ

ー
に
出
発
！
最
初
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
無

我
苑
で
は
、
二
人
で
ペ
ア
の
子
ど
も
た
ち
が

見
事
な
大
道
芸
を
披
露
し
て
い
る
。

途
中
と
こ
ろ
て
ん
を
頂
き
、
そ
れ
か
ら
西

端
中
学
生
に
よ
る
「
歴
史
問
題
」
に
も
挑
戦
。

最
後
は
蓮
如
の
お
弟
子
，
如
光
さ
ん
の
像

を
拝
ん
で
、
再
び
応
仁
寺
へ
。
途
中
か
ら
小

雨
が
降
り
出
し
た
。
少
し
の
時
間
を
み
て
碧

南
名
物
「
白
醤
油
焼
き
そ
ば
」
を
初
め
て
ほ

お
ば
っ
た
。
お
い
し
か
っ
た
！

そ
し
て
い
よ
い
よ
懐
か
し
い
感
じ
の
猿
回

し
。
必
死
な
姿
の
お
猿
さ
ん
が
愛
し
お
か
っ

た
！楽

し
い
１
日
だ
っ
た
！
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学びも、ふれあいも、ボランティアも。市民活動支援のための情報満載

医
療
法
人
十
喜
会
　
老
人
保
健
施
設
向
陽

春
の
蓮
如ウォ

ー
ク
ラ
リ
ー

団体DATA

医療法人十喜会
老人保健施設
向陽

講　師：山下 達巳さん
と　き：7月4日㈮　18：30～20：00
ところ：碧南市市民活動センター（へきなん福祉センタ

ーあいくる内）
定　員：約15名
問合せ：碧南市市民活動センター（☎42-6561）

碧南市市民活動センターにご登録いただいている団体
の皆さん！碧南市は海に面している地域ですが、海のこ
とについて興味を持ったことはありますか？実は近年、
海の環境が変わり、多くの海浜から海藻が消えてしまっ
ているのです。この海藻で作られた海の森には、小魚の
隠れ家や、産卵する場所があったりします。多くの命を
はぐくむ豊かな海に欠かせないものです。そこで、山下
さんたちは海の森の減少減少に対して海の植林ともいえ
る活動を、漁業者、企業、市民と共に協力しながら続け
ています。豊かな海を取り戻すために、市民活動がどの
ように関わることができるのかを紹介していただきます。

★第2回車座集会★

講　師：高井　邦彦さん
と　き：7月16日㈬　18：30～20：00
ところ：碧南市市民活動センター（へきなん福祉センタ

ーあいくる内）
定　員：15名
問合せ：碧南市市民活動センター（☎42-6561）

皆さん、アフリカ原産のローゼルって植物を、ご存知
ですか？このローゼルを使って食べ物が出来るって、ご
存知ですか？
ローゼルを「楽しく栽培」、「美味しく調理」、「バ

ランスよく食べる」ー３つの歯車って何？福祉の話から、
食の話までグリルドチキンに「ローゼルソース」をたっ
ぷりつけて食べながら、高井さんのお話を聴いてみませ
んか？

★第3回車座集会★
『豊かな海を取り戻そう』

この「広報へきなん」を手にされた皆さん、いよいよ
「あいくるまつり」が近づいてきました！
６月22日が「あいくるまつり」ですから、もうあと１

週間。
今回の「あいくるまつり」は、「あいくる」内の４つ

の施設、「碧南市社会福祉協議会」、「心身障碍者福祉
センター」、「ここるっくしんかわ」、「碧南市市民活
動センター」が協働して開く「お披露目まつり」です。
これら４つの施設に属する、それぞれの団体さんが、

ミニ講座、体験コーナー、展示紹介、パフォーマンス、
子供さんのためのお話やお遊び、車いすダンスなど多彩
なプログラムを用意してお待ちしています。

それだけではありません！ポップコーンやお団子、たこ
やきなどの模擬店、それにお餅のふる舞いもあります。
22日はあいくるの中も外（駐車場）もフル活動間違いな
しです。お年寄りの方から子供さんまで、健常者の方か
ら障害をもった方まで、どんな方でもお楽しみいただけ
るおまつりになるでしょう。

スタッフ皆んなでお待ちしています、ご家族そろって
お越しください！

★6月22日はあいくるまつり！★

「ローゼルを使って行列ができる
社員食堂を創る」

～グリルドチキンローゼルソースを食べながら～

こんにちは。1月より市民活動センターのスタッフとし
て仲間入りをしました今井と申します。ニックネームは
「ペコちゃん」です。サポプラが4月、へきなん福祉セ
ンターあいくるへ移転してからたくさんのステキなお花
を頂き、ありがとうございます。
感謝の気持ちを込めて、みなさんのご来館を笑顔でお待
ちしています。

【スタッフからのご挨拶】 碧南市市民活動センター
住　所　碧南市山神町8丁目35番
電　話　0566-42-6561
ＦＡＸ　0566-42-6571
E-mail　info@hekinan-plaza.jp
開館日　火曜日～日曜日
休館日　毎週月曜日（祝日の場合火曜日）
開館時間　９：00～21：00

（日・祝は９：00～17：00）

鶴見町5丁目鶴見町5丁目

相生町南相生町南

浜尾橋北浜尾橋北

図書館本館

新川小

新川町駅

水門橋

浜尾橋

新川橋

図書館本館

新川中新川中

新川小

新川町駅

水門橋

浜尾橋

新川橋

★ へきなん福祉センター
あいくる
へきなん福祉センター
あいくる
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